
これまでの委員の主な意見（未定稿）  

※斜体文字は、第2回検討会における意見  

員の確保  

○／β慶人口カウ艶好デる中で、看護辟貞藤原．村看磋必好て㌔ある。  

○長者紆をノ吉Lた着か芳彦夏で仕事を虜／ナられるよぅ仁することが泌要である。  

○新卒者者紆の腰彫屠由に専ノ甲鰍租謬一彦好の不足が多く長者隊貞の居着仁ば新   

人抑塊豹野係Lて‾いる。  

（需給見通し等）  

○第6次看護職員需給見通しが出された直後に診療報酬において「7：1看護」が新設さ   

れ、看護師の著しい偏在が起こり、病院によっては病棟閉鎖するなど混乱した。制度改   

正などの情勢も踏まえた上で需給見直しを作成すべきではないか。  

○厨の斜度／二卿ってカウントLTいぐるのであろタカ〔屠場仁去っとノ看いニーズか為るにる   

かかわらす：需要ば蹴らカrL言い、屠場の屋謬との粛穿をいつる感■Cる。  

○霧潜屠居Lのぽかに望夏Lい愛といったるのがあるのかるLれをいカ〔看護礫貞需宿   

屋J夢L俵者忍者の窟針とをるるのであるため、一本化Lr需潜の眉題Lといぅ影瑠行   

j紺蜃をある窟度赤彦とLた上で、たとjぱ古年／野仁どの岸度愛力感か、といった影で立   

てき嵩吉得をいのでばをいか。  

○診療瀕励徴居をど玖献身改正が責務彫貞の需要／こ大き（影響を及ぼすため、制度孜   

jFに膠Lて■ぱこカを十分仁者虜すべきである。  

○修業年ノ野の彦長といったよラを動家政正仁つい丁る反顔させるべきであるカ〔ズ■きを都   

度助切った場合仁比途中亡君虔‾すこととLrる点いのでばをいか。  

○需給について、国家試験に合格した看護師と都道府県知事が実施する試験に合格した   

准看護師とを分けて考える必要があるのではないか。  

○看蕗隊貞の需給屠磨Lにば居着磨却塙含£わ乙右り、符仁磨方でば欠かぎをい人材で   

ああ  

○看護職員確保は、看護教育と関連しており、一丸となって対応しないと、少子化に対処   

できない。国は、将来的なグランドデザインを示して実行して欲しい。  

○医療現場は医師不足だけでなく、看護師不足もあり疲弊している。医療は人材がいな   

いと機能しない。人材確保のための原資の確保がなければ、患者に被害が及ぶ。国と   

してどう取り組むのか、どう予算化していくのか、姿勢を見せてもらいたい。  

○／β牟といラよラを長野の＃上野を作ること古老点らカるカミプレが潜当ス‘き路る盾贋二が為   

る。そラいラ意味でば、仮に／β卒と‘設定LたとLrる、ある窟虔の期／野、雛ば∫牟とい   

ぅところで中原居直Lが必要とをる。好仁館今のよぅ仁摩唐物仁方き（勢い丁いるとき   

仁、宿望長い劇野を対顔脱すること仁ばカーを妨無劇場るの甜をいか。   



（養成機関における学生の確保）  

○看護職員を確保するにもまず志願者がいることが必要。看護師になることの魅力をアピ   

ールするなど、今の若者の価値観に訴えるものがなければ人材は集まらない。  

○質の確保以前に、学生の数の確保が問題である。  

○肴碧草生の彦床仁ついて∴んnが逆ピラミッドソニをっ丁いる排ガをるっと深刻にとらj、   
どラすこればよいか者点るべき辟が来丁いる。定貞j努れLTいる養成ノ好を分析〆ることで、   

どのよタを大学、どのよラを責務静養成拙者者をこの分野に引き遜めるか、とンんが   

得ら′れるのでばをいノか。  

○少子化の中で看護職員を確保するためには、看護系大学やNPといった「王道」というも   

のがあるかもしれないが、定員割れする養成所を救うシステムや今働いている看護職   

員をサポートすることが重要である。  

○ 医学部は定員を増やしても定員を充足するが、看護系大学の場合、定員を充足するか   

が大きな問題であり、一定の規格の中で教育を行うようにすることが必要である。  

（離職防止対策）  

○離職対策について、3交代制にこだわらず、多様な勤務形態ができるようにして欲しい。  

○生活／くターンも多様化しており、夜勤だけを希望する人や昼間だけを希望する人もいる。   

米国ではこうした棲み分けができており、働きやすいと聞いているので、そのような方法   

も取り入れるべきではないか。  

○ 看屠掴す℃る．交替劫務をLをげカぱをらをいのでばをぐ、夜勤／ニ固定Lたシフトを   

原人が選べるよラ／二すること古屋い方：法で諺る。  

○多傍を労務併尉の膚⊥箸のノ野、疲隊長や事務長仁対Lrぱ、対岸を丘丁ケツニ看藤野の   

織機ぎんガ場合／ニス展墓棚「7．・7ノカせれを√をりどのぐらい腰収／ニをるカl示Lて讃   

」労するをどL、病蹴全体で屏雄むことが不可二欠で涛る。  

○離職理由については、実際に現場で働いている看護師からの意見を聞くべきである。  

○離職は大きな損失であり、離職対策を打つべきである。女性が多い職場であるため、子   

供を産み、家庭と両立することなど、働きながら生活がきちんとできる仕組みを作ること   

が必要である。  

○産扉の母鱈尿彦肋†葛錮きカ丁いをい、あるいば何らかの屠由で1軌眉す   

名こよができヂた磨膠Lた者があ妨野で漆る。  

○尉尿貴所を願Lたぐ丁る摩宮∠汐仁二実藤原穿をところカ†多いカ〔虜シ好の周辺の原音   

ノ所と題虜L、子の鼻眉の一部を虜腐カモ貞βするをどの対応る者点て1富どぅか。  

○森野原音を草原Lきれをい虜腐凄†多いカ〔病児床育オ切ることで、看題辞ば非常に安   

心Lて勤務することができる。  

○ 尿育士を小児材虜席亭に戯芽LてストックLて雰皆、尉虜育で腰カlる．県が多くをった   

引鼠吋房吉屏た屈す、といラ方二法をとっmlる。   



02年ごとの配置換えなどによって専門性を高めることができず、モチベーションが維持で   

きないという看護師の意見も聞く。こうしたことには比較的早急に対応可能と思われる   

ので、考慮してほしい。  

○看屠節の手ヤリア紺の一昔眉と貢彦とLこ′認定者彦鮒ど専戸ヲ鱈を深めたいと希望   

デる看静＝対Lて－ぱ屠厨を翫丁いる。芳た、磨炭β辛以上の看彦節に希望する部   

署で7ケ月またばa掛野教務する都度を窟／ナ、異易者望克が貞ガ／ニあっ丁いるカlどぅノか   

芽勧lめるごとができるよぅ／ニLて寡少、屠劇炭仁＃めたいといラこと／二をらをいよラユズ   

Lrいる。  

○居辛炭の看護節仁ば希望があゎ傭屠Lrいる。こわカ憺の看護好のぞデカ′とを   

、さ．  

（潜在看護職員）  

○看護職員確保対策には長期的対策と短期的対策があるのではないか。短期的対策と   

しては、潜在看護職員の実態を調べて対応することが必要ではないか。  

○ノ潜在看彦膠貞を密犀するための方法とLこ磨‘許蒼顔紺ナ百村応すること／真顔率タ夕   

子をく研修をどの彪二宥と潜み倉メフせることカt点いのでばをいカl。  

○医師や歯科医師のような届出制度を、看護職員にも導入すべきではないか。  

○産科が閉鎖された医療機関では、助産師が助産業務を行えず看護業務を行っており、   

医療機関内で助産師が潜在化している。こうした医療機関から、助産師が不足している   

医療機関への出向など、自治体単位で取り組むことが必要である。  

人看護職員の質の向上  

〔新人看上穿隊貞を育丁る脚化ノ  

○新人看彦節ば、新人で漆るために居着から7富好きカをいのでばをいカせ心度7LTいる   

場合るあるカ仁斎人であることを居着仁るわかるよぅ／こ名花をどで示すことにより、か克   

って岩音が教育仁かかわっ丁〝乙ることカ切る。贋す二丈此を＿居直L、示LTいぐことが必   

要である。  

○膠場全体手折人看護政吉家斉て「名といラ題亡者傾麒‾此ノが箸要でああ  

○新人責務隊貞研修戌穿紡止力唱ノ抒でばをぐ、そればあぐ夏で右岸票である。．重要をこ   

とば、掘全紡とLこ新人たけ拓く看芽隊貞をどのよラ／ニ貫こ定二者きダ丁いぐのか   

といぅことて㌔ある。  

（新人看護師の臨床実践能力）  

02002年の日本看護協会の調査で、103項目中、卒業時に「一人で出来る」と学生の7   

割以上が回答した項目は4つだけで、その時にかなり危機感を持った。文科省は検討   

会を2年やり、厚労省は到達目標を作った。これらに沿った教育を行うような努力を、大   

学、養成所ともにしてきた。新人看護師の能力は、2002年に比べると改善されていると   

いう印象を持っている。  
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○基礎教育と現場とのギャップが大きいということだが、大学ではこのギャップを埋める努   

力をしているのか。医師は診療しながら教えている。看護系大学の教授になると、臨床   

から遠く離れ、現場から遊離する知識を教えているのではないか。  

○新人でも即戦力となるのは、准看護師から進学コースを経て看護師になった看である。   

それは准看護師の免許を持って、就学中も現場を経験しているからである。他の新人   

看護師は実習で十分に実践ができないから即戦力にならない。実習では本当の医療   

はできないので、免許がなければ何もできない。  

（新人看護職員研修制度）  

○新人看護職員の離職が問題となっているが、今は施設側の努力だけで頑張っている。   

現在、卒後研修のモデル事業が行われている。医師と違って絶対数が多い中で、卒後   

研修制度をどのようにすべきかを考えて、取り組むべきである。  

○居室■労膠者が示Lた新人看護膨貞研修の窟針と動産β虜ば、ス■変役立った。多病ン好   

力吻／々の方：芽で勝手仁や名∠いラのでばをぐ、動†このよぅを窟針を示すことが夏要で   

ああどの痴好でる兵藤Lているかフォローするよぅを併訝る作るべきで涛る。  

○余力が透る病原、ス・虜鑑だけ薇ぐ、すべ丁の舶に戯膠Lた新人看屠膠貞がきろん   

と新人研修を受げるよラにすべきで涛る。  

○新人助産師へや研修モデル事業が4年前から実施され、一定の成果があると聞いてい   

るが、対象となっているのは新人助産師の1割程度であるため、早急に全員が研修を   
受けられる制度にしてほしい。  

○離率の高い痴好仁おげる新人看彦好貞研修のあり方を辟曹デることが必要でばを   

いか。  

○研修を励務脚仁行ラとさら仁虜Lい労励条件とをるため、研修をすること古体が   

不安につながうてtIる。  

○専任の教育好男者あ配置L、新人春彦膠貞に膨窟L乙対応することで、看彦が好きで   

なかった新人力囁欝を好き仁をるといぅ躍動fあり、励屠劇でああ  

○研修牌のよぅ仁研修脱落好の斉存を射することが必要でばをいか。  

○在宕ケアが著者といわカ丁い名中、看彦節／ニぱどの辟フ静仁屠力潤を教育する   

のか。滞窟節にを扶たいと労った脚にばどのよラを教育コーづてカ切るのか。  

○脚膠緻密のよラをローテーション方二諾の研修であゎぱこ古書看彦や炭層看彦を潜   

み必むことによっこ扁軌野着岸に好事を希望する春彦辟がるっと多ぐをるのでばをい   

カl。  

○治らない病気を抱えながら生き続ける人を支えるのも、重要な役割。急性期では教えき   

れないものをどう教えていくかだが、穏やかな生活の流れの中での看護を知ることも必   

要であり、卒後研修に加えたい。  

チーム医療の推進  

○在宅医療はまさにチーム医療である。医師と看護師が共に車の両輪でやってきた時代   

から四輪駆動の時代になった。在宅医療では生活も含めた視点で管理することが必要  
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であり、それができるのは看護師以外にはいない。在宅医療推進の最も重要な鍵を握   

るのは看護師である。  

○他職種と協働というが、看護師は医師の方をみて働くことはできるが、他の職種の方を   

みていない。実際、看護師が直接情報共有できるのは医師のみとなっており、他職種と   

情報共有できる制度的なバックアップが必要である。  

○役割分担の話があるが、現場では、今より業務を増やして欲しくないという声がある。  

（看護職員問の役割分担）  

○看護職員のどのくらいをプロフェッションとし、どのくらいを普通の看護師とするのか、と   

いった区分けの議論が必要ではないか。  

○看護師が同じ資格で似たような仕事を全員がするということは非常に非効率的である。   

米国ではNP、RN、LPNがおり、明らかに仕事の分担が行われている。分担がなく、ごち   

やごちやになっている日本とは仕事の質が異なるように思う。  

○アメリカは分業の国である一方で、日本は全ての看護師が一律にずっと一緒にやって   

きたという良さもある。これが日本の看護の水準を保ってきたということも事実だと思う。   

こうしたことを考えると、分化なのか一律なのか、ジレンマを感じる。  

○大学院でNPの教育が始まっている。チーム医療の中で、こういった人材を組み込むこ   

とも考えてほしい。  

育のあ  

O「看護基礎教育のあり方に関する懇談会」では、看護の基礎教育の大学にすべきだと   

いう意見をかなりの委員が出しており、そうしたものをきちんと施策に乗せて実行される   

ようなステップを踏んでほしい。  

○大学、一貫校は文科省の管轄であることから、厚労省と文科省と共同の言義論が重要で   

ある。  

○看護教育を検討するに当たっては、実際の医療現場で働く看護職員の意見をもっと細   

かく聞くべきではないか。  

（看護師教育）  

○大学においても看護師教育は3年間である。4年制化を主張するなら、保健師と助産師   

は卒後に養成することとし、大学で看護師教育だけで4年間の教育をやって見せてほし   

い。  

03年制の養成所は看護師の養成の70％以上を占めている。これらを4年制に移行させ   

るには相当の労力も金もかかる。すべて4年制にしても学生はついてくるのか、不安だ。   

文化系大学が医療系の学部を作り学生を集めるため、養成所の定員確保が厳しく、養   

成所は大変な経営困難に陥っている。  

○医療関係職の基礎教育はほとんど4年制の大学レベルになっているが、看護師の教育   

は戦後60年の様々な社会状況・医療の変化に対応するため、その時々に必要な制度   

が生まれて、今日に至っている。看護基礎教育の統一化にまで進まなくとも、整理する  
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ことは国の責任において行うべきではないか。  

○現場はどんどん繁雑になり、機能分化が進んで、様々な医療関係職種が入ってきてい   

る。後発の医療職種の養成は4年制である。看護師の様々な養成課程は歴史的に生   

まれてきたもの。基礎教育の統一とまでいかなくても、整理すべきである。  

○養成所を出た看護師は劣るのか、4年制なら良いのか。統合力リキュラムの保健師は   

駄目なのか。議論の意味が分からない。大学という言葉で4年に持っていこうとするの   

は少し乱暴な議論ではないか。  

03年制と4年制との優劣を論点にしているのではない。少子化で定員割れが起こってい   

る中、いかに人材を確保するかということである。  

○育てたいのは、即戦力の看護師か、臨機応変に対応できる看護師か。大学教育では後   

者（臨機応変に対応できる看護師）、プロフェッショナルとして伸びる看護師だと思う。  

（保健師、助産師教育）  

○看護系大学で4年ン野㈲ナの養成を行った場合、尿慮節ム執着紆の養成ばどめ   

よぅを教育柳拶ラこと仁をるのか、需紛の／†、テンスあ好£も観議論が必要である  

○厨正大・苧でば、専攻対や．大草原での尿∠観軌助鼓野の嘉戌ば、教育の．効率任、採算   

鱈、教貞磨傑の顔点から棚診て1あると者ズており、看彦好貞慶尿の顔点からこカ   

を射すべきである。  

○看護師の教育を4年制化した場合、保健師や助産師の教育を、大卒後、2年間積み上   

げるのかどうかは、全員が大卒になった段階で考えたい。大学4年間の中で保健師、助   

産師を養成することが、看護職員の確保には重要である。  

○統合力リキュラムは、看護師にとっては良い教育だが、保健師、助産師にとって良い教   

育なのか検討が必要である。保健師は大方が免許を活用していない「ペーパードライ   

バー」であり、需給バランスを考慮した教育が求められる。専門性の強化の観点からも   

大変重要な課題である。  

○大学4年教育の中で保健師も助産師も立派に育つ、という考えもあるし、そうでない考   

えもある。先の「看護基礎教育のあり方に関する懇談会」では保健師、助産師の養成を   

改めて検討するとされており、今回は過去の検討を踏まえてそれを超えていくべきであ   

る。  

○保健師助産師看護師法における規定をはずして、保健師、助産師、看護師はそれぞれ   

どうあったらよいのか、という議論が必要である。  

（教育内容）  

○基礎教育と臨床現場とのギャップを埋めなければならない。  

○高齢化に伴い、治す医療よりも支える医療のウエイトが大きくなっている。看護教育の   

中でこうした変革を教育し、看護職員が在宅看護にもっと従事するようにすることが必   

要である。  

○在宅医療推進の趨勢の中、在宅医療をやろうという看護師が少ない。卒後教育の中で   

どのように訪問看護師を養成するのか、大学病院等で是非考えてもらいたい。地域の  
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中で訪問看護師を養成する学校があってもよいのではないか。  

○地域看護は、看護師にとってやりがいのある領域であり、どこかで教えなければならな   

い。  

（教育環境）  

○看護系大学の教員は、臨床に出る時間の余裕がない。医学部と看護学部とでは、学生   

数と教員数の割合が大きく異なる。教育環境の改善を考えるために必要なデータであ   

るので、この比較について資料を提示してほしい。  

○看護系大学が雨後の竹の子のように設置できるのは、看護系学部は専任教員が12名   

そろえばよいからである。医学部は120名であり、このギャップを改善するべきである。  

○教員の配置状況が違う。特に助産師の教員は配置されていない。実習を考えると人が   

足りない。  

匡頭  
○これまでの報告書で問題点は明らかになっているのに、「絵に描いた餅」になっている。   

アクションプランを示して少しずつでも実行して欲しい。  

○この検討は早急にすべき。何度やってもぐるぐる回るだけ。質を上げること、どう上げる   

かを検討すべき。  

○訪問看護ステーションは2．5人の常勤看護師で開設できるが、その人数では24時間   

365日対応することは難しい。といって大規模化するほど訪問看護師はいない。  

7   




